






























































　だが本稿は，「1968 年」でも「1960 年代後半」でもなく，日本の社会運動の高揚を「1960 年代」
の問題として対象化したい。
　なぜ「1960 年代」なのか。1 つには，60 年代後半の高揚の由来を考えたいからだ。単に「前史」
として 60 年代前半が求められるだけではなく，構造的背景としても 60 年代全体が問題となってく
る。『1968』と題された著作で，ジャーナリストのマーク・カーランスキーは以下のように述べて
いる。




（５）　最近の「1968 年」を冠した研究書でも，本文中では何の留保もなく「1968 年」と「1960 年代」が言い換えら





ておらず洗練度もまとまりも今日ほどにはなっていなかった。（Kurlansky 2004 ＝ 2008a：
13-4）
　「公民権運動」という米国視点の指摘を別にすれば，日本にも当てはめることが可能だ。すなわ






















10 年間の効力しか保障しておらず，1960 年から 10 年後の「70 年安保」を期待させるものだった。











































































































かった（高畠 2004：28）。警職法闘争（1958 年）から 60 年安保闘争へという運動の流れの中で，
「市民運動／市民」というまとまりとして，この頃に成立した概念だった。
　「マジメ市民」を代表するのみならず，「市民運動」の代名詞とも言うべき「声なき声の会」は，
60 年安保闘争のときに生まれた。会が始まったエピソードは有名である。1960 年 6 月 4 日の統一













た既成政治勢力からの「自立」（吉本隆明）の動きの 1 つだったとも言えよう。特に，60 年安保闘
争時の結成直後の熱気が去る中で，それでも「市民」として運動を続けようと努力し続ける姿は，
「自立」というにふさわしい厳しさや強さを持っていた。





























































































































































うに思われる（１６）。もちろん，「3 者」がバラバラのままでは，そもそも約 10 年間のベ平連の活動を
（１４）　2011 年のスペインの「オキュパイ」運動であった 15M 運動における，以下の呼びかけ文（英訳）を見ると
き，半世紀前のベ平連との類似に驚く。新しい主体に呼びかけ，運動を始めようとする際の，共通のスタイルだと
言えるのではないか。逆に言うと，「市民」も呼びかけられた主体概念として捉え直す必要があろう。
　　“We are ordinary people. We are like you：people, who get up every morning to study, work or find a job, 

































ルクス主義が対応を迫られて生まれた構改派の「政治集団」が，日米安保（1960 年と 1970 年）と
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